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本訓練は、乙訓消防組合消防本部、
長岡京市、大山崎町、島本町による相
互応援協定に基づき実施されています。
山間部を管轄する1市 2 町が協力して
取り組む林野火災消防訓練で、３年に一
度行われておりましたが、コロナ禍の影
響もあり訓練の開催は平成２７年以来、
実に９年ぶりとなりました。
林野火災では、林野という特殊な環境
での活動により、多くの人員と時間が必
要とされます。
また、傾斜地や道なき道での活動では、
滑落防止や隊員の体力温存が重要となる
ため、徒歩での確実な活動が中心となり
ます。　　
さらに水利が乏しいことや燃焼物が多
いため焼損範囲は広大となることが多く、
府境をまたいだ活動も余儀なくされます。
この訓練を通じて、林野火災の特殊
性を理解し、応援協定の重要性や府境を
またぐ関係性の構築を目的としておりま
す。

泉州南消防組合泉南消防署では、大
阪府立消防学校で半年間の訓練を終えて
配属された新人消防士に対し、廃棄車両
を使用した救助訓練を実施しました。
この訓練は、先輩消防士から救助器
具の取扱方法を聞いた後、出動指令、
車両乗車、現場到着、救出・救助とい
う形で、実災害に即したものとなってい
ます。
新人消防士は「一日でも早く一人前に
なり、先輩に追いつきたい」という気持
ちで、訓練中は「安全・確実・迅速」
を念頭に置き、真剣に取り組んでおり、
訓練後も疑問に思ったことは、すぐに先
輩に質問し、知識・技術の向上を目指す
姿勢が感じられました。
訓練中は厳しかった先輩も、訓練後は
穏やかな表情で新人消防士に接すること
で、風通しの良い職場環境を保っていま
す。
今後も「新人消防士」から「一人前の
消防士」になるまで、定期的に訓練を実
施していきます。

泉州南広域消防本部
新人消防士に対し、
実災害さながらの訓練を実施

島本町消防本部
１市２町林野火災消防訓練を実施
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